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 （12）骨製品
　イノシシかブタの四肢骨を加工したものが、HB ②ロ地区 2007P（Ⅲ層）から１点出土した。

　四肢骨の骨体を横位に切断し、上端が骨体方向となる。上端部の細かい部分には台形状の突起が

あり、研磨し管状にしたものである。

　横断面は楕円形を呈し、上端が 1.6 × 1.9cm、

下端が 2.0 × 2.3cm、突起部は上端が細く幅

0.3cm、下端が 0.6cm を測り、先端は削られて細

くなる。外面及び断面もほぼ全面研磨され、研

磨の方向は横位が主である。製品の上下端も削

られ細くなる。

　沖縄産無釉陶器の胴部（器種不明）と共伴する。

Ⅲ層（近世）に属する遺構である。

　骨の断面の形状から大腿骨の遠位部の可能性

が高い。重さ 3.9g を量り、何らかの付属的使用

が想定されるが、現段階では類例はみられない。

 （13）羽口・焼土
　羽口は1点の出土である。破損品で外径9.3cm、内径3.7cm、厚さ2.8cm

を測る。外面は砂粒などが熔着し灰褐色を呈し、他は内面と同じ橙褐

色を呈する。内外面とも羽口の面が残る。１～２mm の石英粒、砂粒を

少量混入する。HB ②イ地区 K11 Ⅲ層（取 1001）の標高 4.279m で近く

からは敲石兼磨石も出土する。小堀原遺跡（2012）では外径が 5.0 ～

12.0cm 大の羽口が出土するが、

本品は、同遺跡の第 138 図７

に近い。

　焼土は全体的に少なく、羽

口と関連するものとしてはⅢ

層（近世）で 2.8g と少ない。

ただし、HB ②イ地区 J11、K11

のⅤ層出土は貝塚時代後期の

遺構に関連するものと思われ

る。（貝塚時代後期遺構参照）
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２. 出土遺物

（１）沖縄産施釉陶器
　HB ①地区で 465 点、HB ②イ地区で 128 点、HB ②ロ地区で 334 点、HB ④イ地区で３点の計 930

点の出土である。層別にはⅠ層 228 点、Ⅱ層 635 点、Ⅲ層 57 点、Ⅳ層６点で、そのほとんどがⅡ

層で 68.3％を占め、そのうち 79.2％（503 点）が遺構内からの出土である。器種別には碗 545 点、

小碗 45 点、皿 12 点、鉢 43 点、急須 86 点、酒器 9 点、鍋 39 点、蓋 15 点、火取 11 点、香炉９点、

火炉 12 点、壺 41 点、瓶 40 点、厨子甕１点、不明 22 点（急須か瓶、火炉か火取を含む）の出土で

ある。これまで報告したキャンプ桑江北側地区の中では最も多く得られた（第 65 表・第 142 図）。

・観察の方法・観察の方法

沖縄産施釉陶器の変遷（主に施釉法）を検討するため、下記のような観察を行った。

施釉の方法施釉の方法：いわゆるフィガキー（浸し掛け）註１、白化粧の有無あるいはそれに伴い、見込みに蛇の目が施されて

いるか、内外面の熔着や外底の畳付けの研磨など

釉薬の色釉薬の色：透明釉、鉄釉、飴釉、黒釉等、施釉の濃淡でさらに細分

文様の方法：鉄釉（絵）、線彫りや呉須、二彩と施文の位置

以下、主なものを第 144 ～ 149 図、観察一覧を第 68 表に示した。器種ごとに略述する。

　＜碗＞

　碗は HB ①地区 243 点、HB ②イ地区で 70 点、HB ②ロ地区 231 点、HB ④イ地区１点の計 545 点得

られ、沖縄産施釉陶器の 58.6％を占める。施釉の方法で大きく４種に分けた。（第 67 表）

　Ⅰ類Ⅰ類：素地にそのまま透明釉を施すもの

123 点得られ、碗の 22.6％を占め、無文（a）と有文（b）がある。口縁部は直口で高台から腰部の

立ち上がりもまっすぐを呈するのがほとんどである。高台の断面は逆三角形を呈する。

　ａ無文ａ無文：図１～３は粘土が白く、粒が細かく、沖縄産施釉陶器の中では上質の粘土を用いている

ようである。図１は器高が低く、畳付けも研磨され、丸みを帯びるもので、湧田古窯跡Ⅰ（1993）

に類例がある。図３は素地が赤褐色を呈し、釉も透明釉に灰が混じり、白釉が部分的に見られる。

　b 有文b 有文：外面や見込みに鉄釉で施文するもので 9 点得られ、Ⅰ類の 1 割程度である。ここでは残

りのよい２点を図示した。図４・５は見込みに鉄釉で丸文を描くものであるが、図４は他の碗より

高台が若干高いことから鉢の可能性も考えられる。図５は a より、腰部が丸みを帯びるものである。

　Ⅱ類Ⅱ類：鉄釉あるいは飴釉を内外面に施すもの

38 点得られ、碗の 7.0％を占める。口縁部は僅かに外反し、玉縁を呈し、高台から腰部の立ち上が

りは丸みを帯びる。畳付けの断面はⅠ類に近いが、やや畳付けに幅を持つものである。

　a 無文a 無文：図６は素地にそのまま飴釉あるいは鉄釉を施すものである。

　b 有文b 有文：見込みに刷毛で丸文及び圏線を施すものがある。図７は口～底部資料で口縁部は外反し、

腰～底部は丸みを帯びる。Ⅰ類と同じように浸し掛け（フィガキー）するものであるが、見込みに

刷毛で丸文を施す。畳付けに化粧土は見られない。図８は底部で前者と同じように内面の胴下部に

刷毛で圏線を施すもので外底に化粧土が確認される。

　Ⅲ類（掛け分け）Ⅲ類（掛け分け）：　外面に鉄釉あるいは濃い飴釉（黒釉）、内面に透明釉を施すもの

白化粧を施さない（イ）と施す（ロ）があり、さらに無文（a）と見込みに丸文と圏線を施す有文（b）

がある。高台から腰部へは丸みが強くなる、高台も若干高くなる。

　イ：白化粧（無）イ：白化粧（無）は 30 点で碗の 5.5％と少ない。図９は見込みに径 1.8cm の丸文を鉄釉（b）で

施した後、透明釉を掛け、その後蛇の目釉剥ぎを行うもので外底に若干の熔着が確認できる。
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　ロ：白化粧（有）　ロ：白化粧（有）は 33 点でイとほぼ同じ割合である。図 10 は見込みに蛇の目釉剥ぎを施すもの

で、畳付けは大きく剥離、高台には熔着が明瞭に残る。

　図 11・12 は外面に飴釉あるいは鉄釉以外の釉を施すもので、図 11 は外面に緑釉を腰部まで施し、

外底は無釉である。この手の碗は少なく首里城御内原北地区（2013、図 492）の報告例がある。図

12 は内面に緑釉を施すものである。腰部の形状が逆「ハ」字状で沖縄産施釉陶器の碗とは異なり、

胎土も磁器質なことから中国産の可能性も考えられるが、類例を待ちたい。

　Ⅳ類（白化粧有）　Ⅳ類（白化粧有）：全体に白化粧を施したのち、両面に透明釉を施すものである。これにより、

両面とも光沢のある白色を呈する。内外面とも総釉で仕上げ、高台の畳付けを研磨して露胎、見込

みは蛇目釉剥ぎにするものである。321 点の出土で碗全体の 58.9％を占める。無文（ａ）と有文（b）

があり、後者は線彫り①、呉須②、二彩③があり、Ⅳ類の 9.3％を占める。Ⅰ・Ⅱ類に比べて底厚

も約２倍になり、高台も台形を呈し、腰部も丸みを帯びる。

　ａ無文　ａ無文：図 20 ～ 22 で、畳付けの研磨、腰部が丸みを帯びる。

　ｂ有文　ｂ有文：文様には①線彫り、②呉須、③二彩などの絵付けが確認された。

①線彫り①線彫り：３点得られた。図 13 は口縁に幅 2.3 ㎝で外面に沈線で格子文描き、その上に緑釉を重ね、

内唇にも外面と同じ幅で緑釉で縁取るものである。図 14 は外面に円を構図とするもので、弧状沈

線文を円に沿うように連続して施し、その上に緑釉と少量の黄釉を重ねる。

②呉須②呉須：13 点得られ、4.0％を占める。図 15・16 は呉須（青釉）で草花文を施すもので、前者が

外面のみ、後者が内外面に施す。内面は幅 2.0cm 程度に囲繞するもので、口径が 12.0cm と小ぶり

である。

③二彩③二彩：14 点得られ、4.4％を占める。筒描きで中央に黄釉で径 2.5cm 大の円を配し、その回りを

径 0.8cm 前後の呉須で囲むのを 1 組として、碗に３個配するもので「インチチャーグヮー」と呼ば

れるものである。図 18 は中の円が細身、図 19 は点が太めである。文様の釉だれをみると口縁部方

向に向いていることから 1920 年代以前に行われた伏せ焼き註２と思われる。

　＜小碗＞

　HB ①地区で 14 点、HB ②イ地区 8 点、HB ②ロ地区 23 点の計 45 点で全体の 4.8％である。碗の分

類に準ずるとⅠ・Ⅱ類は見られない。

　Ⅲ類　Ⅲ類：掛け分けは白化粧を施さない（イ）と施す（ロ）がある。

　イ：（白化粧無）　イ：（白化粧無）は８点出土した。図 23・24 は口縁部、図 25 は底部で、図 23 が鉄釉、図 24・

25 が濃い飴釉を外面に施し、内面はいずれも白化粧は無く、透明釉を施すが図 24 は釉が厚く、灰

色を呈する。

　ロ：（白化粧有）　ロ：（白化粧有）は６点出土した。そのうち、図 26 を示した。外面に鉄釉、内面は白化粧後透明

釉を施すものである。外面の畳付けの白化粧はそのまま残すもので、厚みを残し、部分は熔着のた

め、破損したと思われる。

　Ⅳ類　Ⅳ類：白化粧を施すもので、見込みは蛇目釉剥ぎ、畳付けは研磨、無文（a）有文（b）がある。

　ａ無文　ａ無文：図 28 は直口口縁、図 27 は外反口縁である。

　ｂ有文　ｂ有文：有文は腰部から口縁部方向に放射状に削りとり「面取り」とされる加飾の一種である。

図 29・30 で、前者は面取りの幅が大きく明瞭で、白化粧後に灰色釉を施すもので報告例は少な

い。後者は面取りの幅が細いため、面は明瞭でなく、口縁は玉縁を呈する。いずれも HB ②ロ地区

2002SZ の出土で大きな時期のずれはない。

　＜皿＞

　HB ①地区で７点、HB ②イ地区１点、HB ②ロ地区４点の計 12 点で全体の 1.3％である。底径の大
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きさで 5.0cm 以下（小）、5.0cm 以上（大）に分けた。

　小　小：直口口縁のベタ底で、図 31 は口縁部に三角状の突起をもつことから灯明皿と考えられる。

図 31 ～ 33 は外面の口縁から内面に濃い飴釉を施す。図 32 は白化粧後透明釉を施すもので、腰部

に煤痕が確認されている。図 32 が 62SK、他は HB ①地区と HB ②ロ地区のⅡ層の出土である。

　大　大：口縁部１点、底部３点の計４点で、底部（図 36・37）を図示した。

いずれも胴下部は露胎、器色は赤褐色で、僅かに石粒を含み、釉は濃い飴釉を施すものである。

　＜鉢＞

　HB ①地区で 19 点、HB ②イ地区 17 点、HB ②ロ地区 7 点の計 43 点で全体の 4.6％である。

　碗の施釉の分類に凖ずると、単釉（Ⅰ・Ⅱ類）、掛け分け（Ⅲ類）、白化粧有（Ⅳ類）に分けられる。

　Ⅰ・Ⅱ類　Ⅰ・Ⅱ類：２点の出土で、見込みに刷毛で丸文を施す。灰釉と飴釉を施したものがある。

　Ⅲ類　Ⅲ類：掛け分け７点の出土で、白化粧無し（図 42）が５点、白化粧有が２点得られた。図 42 は

高台に粗孔を施す。

　Ⅳ類　Ⅳ類：白化粧有は図 43 の１点で、腰部の丸みから碗の可能性も否定できない。見込みに呉須で

施文されており、碗に類例がないことからここで扱った。

　＜急須＞

　HB ①地区で 60 点、HB ②イ地区３点、HB ②ロ地区 23 点の計 86 点で全体の 9.2％を占め、碗に次

いで出土量は多い。口縁部９点、注口 11 点、胴部 31 点、把手１点、底部 34 点である。急須は小・

中・大に分けられる。底部は小・中サイズは脚、大は高台を呈する。

　小　小：肩部が角をなすもの（図 44）、胴部が丸くなるもの（図 45・46）がある。加飾を見ると前者

は外面に青釉（呉須）、後者のうち図 46 は胴部の上下に２条の圏線を施し、白粘土で埋めるいわゆ

る象眼、図 45 は菱形と花形で印し、鉄釉を埋めるもので前者と色調は逆である。

　中　中：口径８cm 前後で、白化粧で線彫りし二色を塗布した図 47・48 と把手を有する図 49 がある。

　大　大：アンビンと呼ばれるもので図 52 の注口、図 50 は口径 11cm。図 53 は把手幅が 4.5cm で断面

が三日月状を呈する。そのほとんどは黒釉を施す。図 49 の中型のアンビンは白化粧に呉須を施す

ものである。

　＜酒器＞

　いわゆる「カラカラ」と呼ばれるもので、HB ①地区から８点、HB ②ロ地区１点の計９点でその

うち遺構から５点出土した。全体の 1.0％で、胴部５点、底部３点、注口１点である。

　胴部の形状から丸型とソロバン玉型がある。底部も特徴が有り、畳付けの内縁が上がる形状を呈

する。

　図 54 は丸型の胴部で、白化粧がなく胴部の上下に圏線で区画し、その間を３段階の長さの線を

１組として縦位に鉄釉で施すものである。図 55 はソロバン玉型の胴部で外面は白化粧後、肩部か

ら胴上部に線彫りを施し、青・黄釉を重ねる。

　図 56 ～ 58 は酒器独自の底部の形で、外面に施釉、内底に若干の釉を不規則に施す。図 56 が黒

釉で腰～底部は無釉で畳付は特に加工は見られない。図 57・58 は外面の白化粧後、飴釉や青釉を

掛け加飾するもので、畳付けに釉を掻き取った線条痕が確認できる。

　製作方法からは図 54・56 は白化粧が無く、他は白化粧が施されていることからやや新しいと思

われる。図 54 が HB ①地区Ⅱ層の出土である。

　＜鍋＞

　HB ①地区で 31 点、HB ②イ地区５点、HB ②ロ地区３点の計 39 点の出土で全体の 4.2％である。

遺構内より 22 点、Ⅰ層５点、Ⅱ層 27 点、口縁部が７点、胴部 24 点、底部８点の計 39 点である。
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　鍋は口縁部断面を逆「く」字状に湾曲し、底部は丸底を呈するものである。釉は外面に鉄釉、濃

い飴釉、内面の胴部～底部にかけて薄い釉を施すものである。口縁部の形状から図 59 のやや筒状

のタイプ（a）と図 60 の胴下部の張るタイプ（ｂ）がある。前者は口縁の受縁が 1.4cm、後者の受

縁が 1.9cm と大きい。鍋の口縁部の形態は図示した以外に内唇が幅 1.8cm で釉を施すもの、幅 1.3cm

と 1.9cm を測るものがある。口唇の幅のあるものは内唇の湾曲が強い。また、小振りの底部も見ら

れることから鍋の大きさには数種あることが想定される。本遺跡では破片であるが、湧田古窯跡Ⅳ

（1999）、天界寺（2001）の類例から施釉は外面の大部分は胴下部が施されてなく、内面は防水のため、

薄釉が施すものである。主に黒～飴釉が主体である。

　＜蓋＞

　HB ①地区８点、HB ②ロ地区７点の計 15 点で全体の 1.6％である。

　蓋は撮み部分が饅頭タイプ（Ⅰ類）と高台タイプ（Ⅱ類）に分けられるが、身とは必ずしも一致

しない。

　Ⅰ類　Ⅰ類：撮みの形状が饅頭タイプで縁の部分は脚を有する（a）と有しない（b）があり、急須や壺

に用いられる

　急須の蓋は５点得られうち３点を図示した。いずれもⅠ類 a に分類されるもので、HB ②ロ地区

Ⅱ層あるいはその遺構の出土である。

　図 62 は外縁に幅 0.3cm の断面が「Ｕ」字状の深い圏線を施すものである。図 63 は内外面に白化

粧を施し、外面に 0.2cm の断面が「Ｕ」字状の深い圏線を等間隔で施し化粧土で埋め、飴釉を掛け

るもので三島手のようである。内面も釉が施されていることから製品としては上等品と思われる。

図 64 は全体に白化粧を施し、外面に線彫り、さらに青釉（呉須）と黄釉を塗ったものである。外

縁に規則的に剥離が見られる。図示は省いたが、蓋の縁にヒスイ釉たまりを残すもの（HB ①地区

N17-62SK）がある。

　壺の蓋は３点図示した。図 65 ～ 67 は脚タイプ（ａ）、図 68 は脚なし（b）タイプである。

　ａタイプはいずれも外面に濃い飴釉を施すもので、胴部が膨らむ。鍔の浅い図 65 と胴部が直状

で鍔の深い図 66・67 がある。

　Ⅱ類　Ⅱ類：高台タイプは主に鍋の蓋に用いられるもの

　図 69 は撮みが高台タイプで鍋の蓋である。高台の部分がわずかに逆「ハ」字状にし、掴みやすい。

図 37 の皿とも類似するが、高台の向きや施釉の範囲から区別される。外面に飴釉を施すが撮み部

分の内は無釉である。

　これらのうち、図 64・69 は周縁に複数の剥離が確認できることから円盤状製品として二次利用

されている。

　＜火取＞

　HB ①地区７点、HB ②ロ地区４点の出土で、全体の 1.2％である。口径 12cm 前後で外面に施釉し、

内面は無釉か白化粧のみである。碗型（図 70）と筒型（図 71 ～ 74）に分けられる。

　碗型　碗型：口縁部が内湾し、胴部が張るもので 1 点の出土である（図 70）。白化粧はなく、トビガン

ナと黒釉で加飾し、胴下部に透明釉を施す。

　筒型　筒型：口縁部と腰部の大きさが同じで、口縁部が逆「Ｌ」字状を呈するもの（図 71）と直状（図

72）のものがある。また、白化粧無し（５点）白化粧を施すもの（４点）がある。

　図 71 は薄手で胴部に深い圏線を数条施し、釉の濃淡で、加飾するものである。近世期の 271SD

から出土。図 72 は白化粧を有するもので口縁部に呉須（青釉）を施すもので、図 74 は腰部に呉須

（青釉）の熔着が見られ、同様なタイプを重ね焼きしていたことがわかる資料である。
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　＜香炉＞

　HB ①地区で８点、HB ②イ地区で１点の計９点で、全体の 1.0％の出土である。形状は口縁部が

逆「Ｌ」字状を呈し、頸部で窄まり、胴下部で張り、脚を３個有するものが確認された。

図 75 は全形の窺えるものである。白化粧を施し、線彫りで草花文を施し、上に薄い呉須を塗布する。

図 76 は同じ形を呈するが、白化粧が無く、透明釉を施すもので、胴部に黄釉で加飾する。

　＜火炉＞

　HB ①地区で６点、HB ②イ地区２点、HB ②ロ地区４点の計 12 点で全体の 1.3％である。

　筒型（図 77 ～ 79）と袋型（図 80 ～ 82）に分けられ、白化粧は見られない。

　筒型　筒型：底部が高台タイプ（図 79）で胴部に 2 個の横耳を貼り付け（図 78）、口縁部は「Ｕ」字状

に抉る（図 77）ものである。口唇は幅 1.3cm と厚く、化粧土を塗布する。図 78・79 に見られるよ

うに深い沈線文を施すもので、図 79 のように等間隔、あるいは数条を一単位として部分的に施す

ものなどバリエーションがある。

　袋型　袋型：図 80 ～ 82 は破片であるが、器厚や胎土から同一個体と想定される。図 82 のように脚を

有するもので、胴部には格子状の深い沈線文を施し（図 81）、その上から飴釉を塗布するものである。

内部の突起（図80）は幅4.2cmと大きな三角形で上部は斜めに削る。これら３点は灰白色で密を呈し、

やや上質の火炉と思われる。Ⅰ・Ⅱ層の出土である。

　＜壺＞

　壺は「アンダガーミ」と呼称されるもので、口はやや窄まり、胴部が膨らみ、頸部に４個の縦耳

を有するもので、外面に黒釉、内面は黒～飴釉の失透釉を薄く施すものである。底部は畳付が無釉

で、外底内は釉を掻くように塗布する。用途はブタ油や味噌などの調味料入れとされている。なお、

外面に濃い飴釉を施す胴部片もここに含めた。

HB ①地区 23 点、HB ②イ地区３点、HB ②ロ地区 14 点、HB ④イ地区１点の計 41 点で、全体の 4.4％

である。

　小は底径 7.2cm で 10 点得られ、中は底の大きさは大と同じであるが、最大胴径が異なることか

ら中とし、1 点得られた。大は底径 11.0cm 台で 1 点得られた。他は破片のため不明である。

　小：図 83 は底径 7.2cm、図 84 は口径 10.8cm を測り、前者が 2002SZ、後者がⅠ層の出土。

　中：図 85 は胴径 16.6cm、底径 11.2cm と前２者より大きいもので、240SZ と 358SK から得られ、

接合できた。

　大：図 86 は底径 11.2cm と底部は畳付けから逆「ハ」字状に立ち上がるもので、図 85 と底径は

同じであるが、底部から腰部にかけて直状に立ち上がるため胴径が大きくなる。他の壺と形状が異

なることから分けた。Ⅲ層の 271SD の出土である。

　＜瓶＞

　HB ①地区 27 点、HB ②イ地区５点、HB ②ロ地区８点の計 40 点で全体の 4.3％である。

　完形はないが、口縁部と底部の形状から口縁部がアサガオ（図 88・89）、長頸（図 87）、丸型（図

90）、底部が脚台（図 92）、碁笥底（図 91）、角瓶（図 93）の６種がある。

　施釉でみると白化粧無で透明釉を施すものは図 88・91 と他２点、濃い飴釉を施すものは図 89 と

他 13 点、鉄釉を施すもの３点の計 20 点得られた。白化粧ありは５点でそのうち、２点は線彫りで

加飾されている。図 92 は白化粧の濃淡で地に透明釉を施し加飾のようでもある。形は胴部の張る

瓶で、脚台タイプの可能性がある。

　図 93 は白化粧が見られない。破片は板状を呈することから角瓶が想定される。外面に飴釉の濃

淡で加飾するもので、釉に貫入が見られることから本土産の可能性も考えられる。
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・器種と釉色の関係・器種と釉色の関係

　第 69 表に器種と釉薬の関係を示した。これによると碗は灰釉が 21.8％、鉄釉が 7.5％、掛け分

け 11.6％、白化粧 59.1％と白化粧が多い。これは HB ①地区、HB ②イ・ロ地区の割合もほぼ同じ

である。灰釉の割合は小堀原遺跡（2012）と比べると多い。

　火に用いる鍋、香炉、火取、火炉や油壺は全体として濃い飴釉、鉄釉の割合が高い。

　また、急須も小タイプは白化粧に加飾したものの割合が高く、大タイプはいわゆる「アンビン」

と呼称されるもので濃い飴釉の割合が高い。

・施釉の比較・施釉の比較

　本遺跡のⅡ層は「北谷町の地名」によると戦前平安山集落があった場所で、19 世紀頃以降の壺

屋焼の消費地の様相を呈している。その観点から沖縄産施釉陶器の釉色の出土割合を器種ごとに示

した。（第 143 図）

　第 143 図をみると碗や小碗、急須など日常食器は白化粧を施すものが 50％以上を占め、鉢は掛

け分けが 51.9％を占める。貯蔵用の壺（アンダガーミ）、調理用の火炉、灯明皿は飴～黒釉が多く

用いられている。また、火取や香炉もそれぞれほぼ半数を占める。以上のことから食事用の沖縄産

施釉陶器は手間の掛かる白化粧掛けで、貯蔵用などは白化粧を掛けないものが主流である。白化粧

はやはり割り高になるためであろうか。

　最も多い碗をみると白化粧無の灰釉が 21.8.％、白化粧有が 59.1％と後者が主体を占める。湧

田窯産の代名詞とされる灰釉碗が 2 割と高い出土である。Ⅱ層は壺屋に焼き物窯が統合されてから

300 年も経った時期であるが灰釉碗が使用されている。生産地の遺跡である壺屋古窯群Ⅲ（1997）

の出土状況を見ると灰釉碗は全体の 74.3％を占めることから、壺屋古窯群Ⅲでも指摘されている

ように湧田焼以後も灰釉碗が焼かれていたようである。灰釉碗については松島朝義によると若干、

胎土に違いが見られるが、名護の古我知焼や知花焼でも焼かれていたようである（2002）。本遺跡

出土の灰釉碗と白化粧有の碗の作りについてみると前者（Ⅰ類）は底部から腰部に直状に立ち上が

り、底厚も薄いが、白化粧を施したもの（Ⅳ類）は底部から腰部への立ち上がりは丸みを帯び、底

厚で前者の約２倍を呈する。その中間の鉄釉を施したもの（Ⅱ類）は底部は薄手であるが、腰部は

やや丸みを持ち、口縁部は僅かに外反する。また、掛け分け（Ⅲ類）についてもⅡ類と同じであるが、

僅かに底厚が増し、畳付けは細くなる（図 10）ようである。この器形の違いは施釉方法に起因するか、

製作方法の時期差なのか今後、資料を追加し検証したい。いずれにしても壺屋焼と平安山原Ｂ遺跡

で灰釉碗の割合が高いことが判明した。これらの課題は生産地の壺屋焼や他の窯、消費地での資料

の検証が望まれる。また、同じ時期に使用された本土産磁器との器種構成（碗・小碗・皿）も関連

するであろう。
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OSTEICHTHYES RRPTILIA
Muraenidae Cheloniidae
Congridae Geoemyda spengleri japonica  ?
Serranidae AVES
Carangidae (large) Order indet.
Lutjanidae MAMMALIA
Acanrhpagrus  sp. Pteropodidae
Lethrinus cf. L.. nebulosus

Muridae
Leporidae

Labridae cf. "Bodianus perditio "
Canis familiarisLabridae A
Felis catusLabridae B
Equus feresBalbometopon sp.
Sus scrofaScarus sp.
Capra hircusSynanceiidea ?
Bos taurusPlatycephalidae
Cetacea (small)Balistidae
Cetacea (large)Diodontidae
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